
附

則

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）に

よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
一
条
の
二
の
十

短
期
入
所
生
活
援
助
事
業
と

は
、
保
護
者
が
疾
病
、
疲
労
そ
の
他
の
身
体
上
若

し
く
は
精
神
上
又
は
環
境
上
の
理
由
に
よ
り
家
庭

に
お
い
て
児
童
を
養
育
す
る
こ
と
が
一
時
的
に
困

難
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
長
（
特
別

区
の
区
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）が
適
当
と
認
め

た
と
き
に
、
当
該
児
童
に
つ
き
、
第
一
条
の
四
第

一
項
に
定
め
る
施
設
に
お
い
て
必
要
な
保
護
を
行

う
事
業
を
い
う
。

第
一
条
の
二
の
十

短
期
入
所
生
活
援
助
事
業
と

は
、
保
護
者
が
疾
病
、
疲
労
そ
の
他
の
身
体
上
若

し
く
は
精
神
上
又
は
環
境
上
の
理
由
に
よ
り
家
庭

に
お
い
て
児
童
を
養
育
す
る
こ
と
が
一
時
的
に
困

難
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
長
（
特
別

区
の
区
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）が
適
当
と
認
め

た
と
き
に
、
当
該
児
童
に
つ
き
、
第
一
条
の
四
に

定
め
る
施
設
に
お
い
て
必
要
な
保
護
を
行
う
事
業

を
い
う
。

（
略
）

（
略
）

第
一
条
の
三

夜
間
養
護
等
事
業
と
は
、
保
護
者
が

仕
事
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
平
日
の
夜
間
又
は
休

日
に
不
在
と
な
り
家
庭
に
お
い
て
児
童
を
養
育
す

る
こ
と
が
困
難
と
な
つ
た
場
合
そ
の
他
緊
急
の
必

要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
長
が
適
当
と

認
め
た
と
き
に
、
当
該
児
童
に
つ
き
、
次
条
第
一

項
に
定
め
る
施
設
に
お
い
て
必
要
な
保
護
を
行
う

事
業
を
い
う
。

第
一
条
の
三

夜
間
養
護
等
事
業
と
は
、
保
護
者
が

仕
事
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
平
日
の
夜
間
又
は
休

日
に
不
在
と
な
り
家
庭
に
お
い
て
児
童
を
養
育
す

る
こ
と
が
困
難
と
な
つ
た
場
合
そ
の
他
緊
急
の
必

要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
長
が
適
当
と

認
め
た
と
き
に
、
当
該
児
童
に
つ
き
、
次
条
に
定

め
る
施
設
に
お
い
て
必
要
な
保
護
を
行
う
事
業
を

い
う
。

（
略
）

（
略
）

第
一
条
の
四

法
第
六
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
乳
児
院
、
母

子
生
活
支
援
施
設
、
児
童
養
護
施
設
そ
の
他
の
前

二
条
に
定
め
る
保
護
（
次
項
に
お
い
て
「
保
護
」

と
い
う
。）を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
と

す
る
。

第
一
条
の
四

法
第
六
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
乳
児
院
、
母

子
生
活
支
援
施
設
、
児
童
養
護
施
設
そ
の
他
の
前

二
条
に
定
め
る
保
護
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
施
設
と
す
る
。

令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

環

境

省

令
第
二
号

容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
十
五
条

第
二
項
（
同
法
第
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
容
器
包
装
に
係
る
分
別
収

集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

農
林
水
産
大
臣

野
上
浩
太
郎

経
済
産
業
大
臣

梶
山

弘
志

環
境
大
臣

小
泉
進
次
郎

容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
七
年
大

蔵

省
、
厚

農
林
水
産
省
、
通
商

生

省
、

産
業
省

令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
及
び
様
式
第
二
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て「
旧
様
式
」と
い
う
。）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
文
部
科
学
省

経
済
産
業
省
令
第
一
号

産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
特
定
研
究
成
果
活
用
支
援
事
業
計
画
の
認
定
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

文
部
科
学
大
臣

萩
生
田
光
一

経
済
産
業
大
臣

梶
山

弘
志

特
定
研
究
成
果
活
用
支
援
事
業
計
画
の
認
定
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

特
定
研
究
成
果
活
用
支
援
事
業
計
画
の
認
定
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
六
年
文
部
科
学
省

経
済
産
業
省
令
第
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
及
び
そ
の
写
し
各
一
通
」
を
削
り
、「
、
主
務
大
臣
」
を
「
主
務
大
臣
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
及
び
そ
の
写
し
」
を
削
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
の
正
本
」
及
び
「
、
こ
れ
に
記
名
押
印
し
」
を
削
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
及
び
そ
の
写
し
各
一
通
」
を
削
り
、「
、
主
務
大
臣
」
を
「
主
務
大
臣
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項

中
「
及
び
そ
の
写
し
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
の
正
本
」
及
び
「
、
こ
れ
に
記
名
押
印
し
」
を
削
る
。

様
式
第
一
中
「代

表
者
の
氏
名

印

」
を
「代

表
者
の
氏
名

」
に
改
め
、
同
様
式
備
考
中
１
を
削
り
、
２
を
１

と
し
、
３
を
２
と
し
、
４
を
３
と
す
る
。

様
式
第
四
中
「代

表
者
の
氏
名

印

」
を
「代

表
者
の
氏
名

」
に
改
め
、
同
様
式
備
考
中
１
を
削
り
、
２
を
１

と
し
、
３
を
２
と
す
る
。

様
式
第
五
中
「代

表
者
の
氏
名

印

」
を
「代

表
者
の
氏
名

」
に
改
め
、
同
様
式
備
考
中
１
を
削
り
、
２
を
１

と
し
、
３
を
２
と
す
る
。

様
式
第
十
一
中
「代

表
者
の
氏
名

印

」
を
「代

表
者
の
氏
名

」
に
改
め
、
同
様
式
備
考
中
１
を
削
り
、
２
を

１
と
し
、
３
を
２
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
二
百
六
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令

和
二
年
法
律
第
四
十
一
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第

六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久


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